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9月定例会は
9月4日㈪
開会です。

アクセスはこちらから　→　www.city.ueda.nagano.jp/ 上田市議会 検索

　昨年7月の参議院選挙から、18歳以上の皆さんが選挙権を持
ちました。昨年2月、高校生議会が開催されましたが、21世紀
を創り上げていく高校生たちはどんなことを感じ、どんなことを
考えているのでしょうか。

「選挙権を持つにあたって」�
� 丸子修学館高等学校3年　篠

しの
原
はら
　魁
かい
斗
と

　私は今年で18歳になります。18歳になるということの意味
が昨年から大きく変わりました。選挙権が与えられるのです。昨
年の7月、参議院選挙があり、一つ年上の先輩の中には投票に
行った人がたくさんいました。
　いよいよ私自身が18歳になると、昨年は思わなかった疑問が
湧いてきました。「なぜ、選挙権が18歳に繰り下げになったか。」
という疑問です。それまで、20歳、成人になったら選挙に行っ
ていました。20歳から18歳に繰り下げたことによって、メリッ
トはあったのでしょうか。
　今の私にはそのメリットが見当たりません。「一票の重み」な
どと言われる中で、社会的には子どもである私たちが責任ある
一票を投じることに不安があるのです。成人年齢も下げること
によって、少しは責任感を持てるかもしれないとも思います。小
学校以来、学校では「社会」や「公民」の授業で憲法のことや
政治のことを学んできました。しかし、いざ、実際問題として選
挙に行くことができるようになった今、単なる教科書の知識だ
けでは足りないことがあるような気がしてきました。国のことは
ニュースで大きく取り上げられるので、何となく知っていますが、
身近な県や市のことはあまり知りません。
　しかし、18歳になった高校生にも選挙権は与えられるのです。
少子高齢社会の中、私たちが身近なことに関心を持ち、主体的
に考え、より良い社会を創り上げていくために、積極的な行動が
求められているのだと思います。

将来への想い　
　　高校生の声
丸子修学館高等学校
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６月定例会

　6 月定例会は、6 月 5 日から 6 月 26 日まで
22日間の会期で開かれました。
　市長提出議案は平成 29年度一般会計補正予算
をはじめ、介護保険事業特別会計及び水道事業会
計の補正予算や条例案、専決処分に係る報告議案
等が提出され、採決の結果、全て可決、承認とさ
れました。
　また、一般質問では、23 人の議員が登壇し、
農業振興、スポーツ関連、子育て支援及び教育行
政などについて質問したほか、市政の課題につい
て活発な議論が交わされました。

～一般会計・特別会計予算を可決～

予　算

2019
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
、
武
石
地
域

の
情
報
伝
達
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
に
関
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

平成29年度補正予算を可決平成29年度補正予算を可決

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
１
億
７
４
１
２

万
円
余
と
な
り
、
総
額
664
億

２
２
３
２
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

◆
国
際
キ
ャ
ン
プ
地
等
誘
致

推
進
事
業�

２
千
万
円

　

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
参
加
国
の

事
前
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
を

菅
平
高
原
に
誘
致
す
る
た
め

の
経
費

◆
武
石
地
域
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
交
付
金

�

３
４
８
０
万
円

　
武
石
地
域
で
計
画
し
て
い

る
情
報
伝
達
無
線
シ
ス
テ
ム

（
エ
リ
ア
ト
ー
ク
）整
備
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
実
施
す
る

住
民
自
治
組
織
へ
の
交
付
金

◆
結
婚
等
支
援
事
業

�

470
万
円

　
未
婚
者
と
そ
の
親
世
代
を

対
象
と
し
た
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
、

企
業
に
勤
め
る
未
婚
者
を
対

象
と
し
た
婚
活
推
進
に
対
す

る
経
費

◆
市
役
所
庁
舎
改
修
・
改
築

事
業�

３
９
０
０
万
円

　

市
役
所
庁
舎
の
耐
震
改

修
・
改
築
に
伴
う
調
査
や
設

計
に
関
す
る
経
費

◆
平
和
祈
念
事
業
負
担
金

�

100
万
円

　

上
田
市
初
の
名
誉
市
民
、

故
半
田
孝
淳
氏
の
世
界
平
和

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
事
業
に
関

す
る
負
担
金

◆
観
光
施
設
整
備
事
業

�

２
３
７
６
万
円

　
菅
平
地
区
振
興
施
設
整
備

に
係
る
経
費

◆
観
光
施
設
管
理
事
業

�

２
１
８
７
万
円

　
武
石
温
泉
う
つ
く
し
の
湯

大
浴
場
給
水
湯
管
改
修
工
事

に
係
る
経
費

◆
文
化
財
事
業

�

130
万
円

　
県
宝
旧
倉
沢
家
住
宅
の
文

庫
蔵
外
壁
工
事
に
要
す
る
経

費◆
消
防
団
運
営
事
業

�

109
万
円

　
消
防
団
活
動
物
品
と
し
て

拡
声
器
な
ど
を
購
入
す
る
た

め
の
経
費

そ
の
他
の
主
な
内
容

◆
防
災
対
策
事
業

�

440
万
円

◆
自
治
会
関
係
事
業

�

710
万
円

ラ
グ
ビ
ー
の
様
子
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条　例

報　告

意見書

公
民
館
条
例
中
一
部
改
正
な
ど
３
件
を
可
決

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
抜
本
的
強
化
」を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
対
し
送
付

専
決
処
分
し
た
条
例
４
件
、
補
正
予
算
６
件
及
び

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
の
授
業
料
等
に
関
す
る
認
可
を
承
認

　
今
定
例
会
で
は
、
既
存
条

例
を
一
部
改
正
す
る
条
例
案

３
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

主
　
な
　
内
　
容

◆
「
公
民
館
条
例
中
一
部
改
正
」

　
改
築
整
備
さ
れ
た
西
部
公

民
館
の
施
設
の
使
用
料
等
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◆
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正
」

　

い
わ
ゆ
る
番
号
法
で
規

定
さ
れ
て
い
る
事
務
に
加
え
、

地
方
公
共
団
体
が
独
自
に
行

う
事
務
に
お
い
て
個
人
番
号

を
利
用
す
る
場
合
は
、
条
例

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
利
用

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
上
田
市
に
お
い
て
は
、

上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付

金
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
事
務
を
新
た
に

独
自
利
用
事
務
と
し
て
定
め
、

他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
情

報
連
携
を
可
能
と
し
た
い
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
中
一
部
改
正
」

　
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
家

公
務
員
退
職
手
当
法
に
準
じ

て
定
め
て
い
る
「
上
田
市
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

今月から利用開始となった西部公民館

4月から公立大学法人化された長野大学

主
　
な
　
内
　
容

◆
「
市
税
条
例
の
一
部
改

正
」、「
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
改
正
」、「
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
」

（
３
月
31
日
付
専
決
処
分
）

　
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
平

成
29
年
度
の
税
制
改
正
に
伴

う
各
関
係
法
令
の
可
決
成
立

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
29

年
度
分
の
課
税
を
す
る
に
あ

た
り
急
を
要
す
る
た
め
、
各

条
例
中
の
所
要
の
改
正
に
つ

い
て
行
っ
た
も
の
。

◆
「
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
９
号
」

（
３
月
30
日
付
専
決
処
分
）

　
予
算
の
最
終
調
整
減
額
の

ほ
か
、
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
の
積
立
金
と
し
て
１
億
円

が
計
上
さ
れ
、
差
し
引
き
14

億
８
４
４
５
万
９
千
円
の
減

額
、
総
額
693
億
８
１
７
１
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
「
公
立
大
学
法
人
長
野
大

学
が
徴
収
す
る
料
金
の
上

限
の
認
可
」

（
４
月
１
日
付
専
決
処
分
）

　
公
立
大
学
法
人
長
野
大
学

が
徴
収
す
る
授
業
料
等
の
上

限
の
認
可
に
つ
い
て
、
設
立

日
で
あ
る
平
成
29
年
４
月
１

日
付
で
行
っ
た
も
の
。

【
そ
の
他
承
認
さ
れ
た
報
告
議
案
】

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
中
一
部
改
正

・
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
社
会
福
祉
授
産
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」

　
昨
年
末
に
成
立
し
た
「
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整

備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

の
衆
参
内
閣
委
員
会
に
お
け

る
附
帯
決
議
で
は
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
等
依
存
症
の
実
態
把
握

の
た
め
の
体
制
整
備
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
の
相

談
体
制
と
臨
床
医
療
体
制
の

強
化
な
ど
を
政
府
に
求
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
の
実
態
把
握
、

論
点
整
理
等
を
踏
ま
え
た

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策

基
本
法
の
制
定
な
ど
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
国
に
求
め
る
も
の
。

　
今
定
例
会
で
は
、
事
件
決

議
と
し
て
市
道
路
線
の
認
定
、

廃
止
、
変
更
の
計
３
議
案
が

提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

事 件
決 議
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総務文教委員会

産業水道委員会

●6月16日に開催し、条例案3件、予算案1件、報
告5件、請願1件、陳情1件の審査を行いました。

● 6月 19日に開催し、予算案 2件、報告 1件の
審査を行いました。

常任委員会 の審査概要

一
般
会
計
補
正
予
算

費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
都
度
修
繕
、
工
事
を

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
、
現
状
維
持

の
た
め
必
要
に
応
じ
た
対

応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

上
田
市
菅
平
高
原

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
委

員
会
負
担
金
２
０
０
０
万

円
の
具
体
的
内
容
は
ど
う

か
。

　
　
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致

に
か
か
る
候
補
地
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
渡
航
費
、
滞
在

費
、
交
渉
に
か
か
る
経
費

の
ほ
か
、
相
手
国
が
現
地

調
査
の
た
め
に
訪
れ
る
際

の
旅
費
負
担
で
あ
る
。

　
　

市
役
所
庁
舎
改
修
・

改
築
事
業
に
つ
い
て
、

基
本
設
計
業
務
設
計
者
選

定
委
員
は
学
識
経
験
者
と

い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
人
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
学
識
経
験
者
に
つ
い

て
は
、
大
学
の
建
築

学
の
中
で
も
例
え
ば
環
境

の
専
門
家
、
施
工
関
係
の

専
門
家
、
計
画
や
デ
ザ
イ

ン
の
専
門
家
等
を
想
定
し

て
い
る
。

問答問答

一
般
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計

�

補
正
予
算

　
　
武
石
温
泉
う
つ
く
し

の
湯
の
大
浴
場
に
お

け
る
洗
い
場
給
水
湯
管
の

改
修
経
費
に
つ
い
て
、
改

修
工
事
中
は
施
設
が
休
館

に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

い
つ
を
予
定
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
期
間
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月

中
旬
の
う
ち
、
半
月

か
ら
１
か
月
間
休
館
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

問答

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金

積
立
金
と
し
て
１
億

円
を
積
み
立
て
て
い
る
が
、

予
定
し
て
い
る
目
標
額
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
庁
舎
の
改
築
及
び
改

修
を
行
う
た
め
の
基

金
と
し
て
積
み
立
て
を
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

事
業
費
の
３
分
の
１
程
度

を
目
標
に
、
年
度
末
の
財

源
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
積
み
立
て
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

管
理
運
営
事
業
費
に

つ
い
て
、
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
中
で
減
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
や

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

に
つ
い
て
は
開
設
か

ら
25
年
が
経
過
し
て
お
り
、

設
備
関
係
の
傷
み
が
多
数

存
在
し
て
い
る
が
、
大
規

模
修
繕
と
な
る
と
多
額
の

問答問答

　
　
菅
平
地
区
振
興
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
、

工
事
請
負
費
の
追
加
計
上

が
さ
れ
て
い
る
が
、
追
加

工
事
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
附
帯
工
事
と
外
構
工

事
を
行
う
た
め
に
工

事
請
負
費
を
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。
附
帯
工
事
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
、
防

球
ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
工

事
を
行
い
、
外
構
工
事
は
、

駐
車
場
の
舗
装
工
事
な
ど

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問答
真
田
地
域
の
簡
易
水

道
統
合
事
業
に
関
連

す
る
国
庫
補
助
金
の
内
示

額
が
、
当
初
予
定
額
を
上

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
補
正

予
算
を
計
上
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
事
業
の
進
捗
予

定
は
ど
う
か
。

事
業
費
を
も
と
に
し

た
進
捗
状
況
は
、
平

成
29
年
度
末
で
約
48
パ
ー

セ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
完
了
は
平

問答

成
32
年
度
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
有
害
鳥
獣
駆
除
報
償

金
を
減
額
し
て
い
る

が
、
報
償
金
を
支
払
う
に

あ
た
り
、
不
正
受
給
の
防

止
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
駆
除
後
の
有
害
鳥
獣

の
写
真
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
個

体
の
確
認
を
し
て
い
る
が
、

判
別
を
容
易
に
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
を
同
一
方
向
に

し
た
上
で
写
真
を
撮
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、
駆
除
者
と
は
別
の
猟

友
会
の
方
に
現
場
確
認
を

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
報

償
金
の
支
払
い
を
し
て
い

る
。

問答 専
決
処
分
し
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
承
認

専
決
処
分
し
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
承
認
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常任委員会 の審査概要

厚 生 委 員 会

環境建設委員会

● 6月16日に開催し、予算案 2件、報告 5件、
陳情1件の審査を行いました。

● 6月 19日に開催し、予算案 1件、事件決議案
3件、報告3件、陳情1件の審査を行いました。

一
般
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
事
業
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
し
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
承
認

　
　
保
育
所
管
理
運
営
事

業
費
の
印
刷
製
本
費

に
つ
い
て
、
保
育
園
給
食

レ
シ
ピ
集
を
増
刷
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
何
冊
増
刷

す
る
考
え
か
。
ま
た
、
書

店
等
で
の
販
売
は
あ
る
の

か
。

　
　
３
０
０
０
冊
増
刷
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、

内
訳
と
し
て
は
、
今
年
度

保
育
園
に
入
園
し
た
園
児

の
保
護
者
及
び
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
事
前
予
約
に
よ
る
販

売
で
１
０
０
０
冊
を
見
込

ん
で
い
る
。
残
り
の
２
０

０
０
冊
に
つ
い
て
は
一
般

販
売
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
販
売
場
所
は
、
保
育

課
及
び
丸
子
、
真
田
、
武

石
、
塩
田
、
川
西
、
豊
殿

の
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

を
予
定
し
て
い
る
。

問答

一
般
会
計
補
正
予
算

さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
た
い
。

平
和
祈
念
事
業
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
ご
参
加
い
た
だ
く

た
め
、
実
行
委
員
会
の
組

織
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

広
く
協
力
を
呼
び
か
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

上
田
市
と
連
携
し
て

い
る
人
権
啓
発
、
男

女
共
同
参
画
や
平
和
に
か

か
わ
る
団
体
に
呼
び
か
け
、

運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る

団
体
を
中
心
に
組
織
し
、

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
自

治
会
を
は
じ
め
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　

平
和
祈
念
事
業
を
ど

の
よ
う
な
趣
旨
の
も

と
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　
世
界
規
模
で
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け

多
大
な
ご
貢
献
を
さ
れ
た

上
田
市
初
の
名
誉
市
民
、

故
半
田
孝
淳
氏
の
世
界
平

和
へ
の
遺
志
を
受
け
、
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
改
め
て
平

和
の
大
切
さ
、
平
和
の
尊

問答

24
時
間
在
宅
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
推
進
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て
、
県
内

で
唯
一
上
田
が
モ
デ
ル
地

に
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
理
由
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

本
事
業
は
複
数
の
事

業
所
の
連
携
が
必
要

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
定

期
巡
回
随
時
対
応
型
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
上
田

市
内
の
2
つ
の
事
業
所
に

参
画
の
同
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
モ
デ
ル

地
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ

る
。 問問 答

答

家
庭
介
護
者
慰
労
金

が
２
３
６
０
万
円
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初

予
定
の
申
請
件
数
と
実
際

の
申
請
件
数
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
制

度
の
周
知
は
十
分
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

当
初
は
1
２
６
８
名

を
想
定
し
て
い
た
が
、

実
際
の
申
請
件
数
は
１
０

３
２
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
に
よ
る
周
知
の
ほ

か
、
あ
ら
か
じ
め
該
当
す

る
可
能
性
の
あ
る
方
を
調

査
し
、
民
生
児
童
委
員
に

周
知
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

問答
ご
み
減
量
化
機
器
購

入
費
補
助
金
の
執
行

状
況
を
踏
ま
え
、
ご
み
減

量
化
の
取
り
組
み
の
現
状

分
析
と
今
後
の
考
え
方
は
。

平
成
28
年
度
予
算

は
、
当
該
補
助
制
度

問

を
拡
大
し
た
平
成
27
年
度

の
実
績
を
基
に
計
上
し
た

が
、
結
果
と
し
て
予
算
額

に
対
し
て
24
％
の
執
行
状

況
と
な
っ
た
。
平
成
28
年

度
の
家
庭
系
可
燃
ご
み
の

減
量
実
績
は
620
ト
ン
で
あ

り
、
平
成
27
年
度
の
250
ト

ン
余
、
平
成
26
年
度
の
220

ト
ン
余
と
比
較
し
て
も
相

当
量
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
平
成
28
年
度
の
減
量

実
績
に
結
び
つ
い
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
生
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
で
可
燃

ご
み
が
減
る
と
い
う
意
識

が
醸
成
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
捉
え
て
お
り
、

引
き
続
き
、
こ
の
ご
み
減

量
化
機
器
購
入
費
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
生
ご
み
減

量
化
へ
の
柱
と
な
る
事
業

と
し
て
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答 専
決
処
分
し
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
承
認
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23人の議員が市政を問う
6 月定例会一般質問要旨

　
6
月
定
例
会
で
は
一
般

質
問
を
6
月
12
日
、
13
日
、

14
日
の
日
程
で
行
い
ま
し

た
。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
全
体

の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で

あ
り
、
質
問
議
員
本
人
が
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
会
議
録
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
議
録
は
議
会
事
務
局
、

市
内
図
書
館
及
び
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
よ
う
こ
そ

上
田
市
議
会
へ
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
様
子

は
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
丸
子
テ
レ
ビ
放
送
の
ご

協
力
に
よ
り
、
生
放
送
及
び

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

美
術
館
の
運
営

態
も
あ
り
、
こ
の
場
合
保
育

園
、
幼
稚
園
に
出
向
い
て
実

施
す
る
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
多

様
な
方
法
を
活
用
し
な
が
ら
、

市
内
の
全
て
の
子
ど
も
達
が

ア
ー
ト
に
触
れ
、
自
由
な
発

想
や
、
豊
か
な
感
性
を
伸
ば

す
育
成
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

　
　
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
へ
の

積
極
的
な
参
加
と
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
受
け
入
れ
る
体

制
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
子
ど
も
ア
ト

リ
エ
の
体
験
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な

る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
園
に

お
い
て
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体
験
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

・
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

・
中
学
校
の
部
活
動

問答

地
域
内
分
権

ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
進
め

た
い
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
自

主
防
災
組
織
は
市
内
の

全
自
治
会
に
組
織
さ
れ
、
消

防
団
と
と
も
に
地
域
防
災
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
防
災
訓
練

の
実
施
状
況
は
240
自
治
会
の

う
ち
、
平
成
27
年
度
は
市
の

防
災
訓
練
が
中
止
に
な
っ
た

影
響
も
あ
り
、
約
３
割
の
自

治
会
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
平

成
28
年
度
は
熊
本
地
震
に
よ

り
防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

約
６
割
の
自
治
会
で
避
難
訓

練
や
初
期
消
火
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
度
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
し
、
各
地
域
の
災
害

が
発
生
す
る
危
険
性
の
あ
る

箇
所
を
一
枚
の
地
図
に
記
入

す
る
災
害
図
上
訓
練
が
６
自

治
会
で
実
施
さ
れ
、
188
人
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

問答

一
般
質
問

井
沢
　
信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

成
瀬
　
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

上
田
で
育
つ
保
育
園
、

幼
稚
園
の
子
ど
も
達
全

員
が
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
で
学

ぶ
体
制
は
つ
く
ら
れ
た
か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

子
ど
も
ア
ト
リ
エ
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
保
育

園
、
幼
稚
園
で
は
な
か
な
か

で
き
な
い
ア
ー
ト
体
験
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
指
導
者
も
新
た
な

発
見
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
無
限
の
可
能

性
を
内
在
し
た
若
い
感
性

に
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
表
現

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、
社
会
的
に
も
大

変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
内

全
て
の
保
育
園
、
幼
稚
園
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
る
。
実
際
に
多
く

の
園
児
に
子
ど
も
ア
ト
リ
エ

に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
遠
く
て
時
間

が
か
か
る
、
人
数
が
多
く
て

バ
ス
に
乗
れ
な
い
な
ど
の
実

問答

　
　
地
域
経
営
会
議
も
設
置

さ
れ
て
い
な
い
段
階
の

中
央
地
域
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
る

の
か
。

　
　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
ま
ず
地
域
協
議

会
の
設
置
区
域
で
準
備
会
と

な
る
地
域
経
営
会
議
を
設
立

し
、
住
民
自
治
組
織
の
範
囲

に
つ
い
て
、
地
域
協
議
会
の

範
囲
か
、
地
区
自
治
会
連
合

会
の
範
囲
と
す
る
か
な
ど
、

先
行
例
を
参
考
に
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
組
織
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

地
域
協
議
会
だ
よ
り
な
ど
に

よ
り
地
域
住
民
へ
の
周
知
に

も
努
め
、
組
織
設
立
の
機
運

の
醸
成
を
図
り
、
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
を
得
る
た
め
の

話
し
合
い
も
重
ね
、
今
年
度

中
の
地
域
経
営
会
議
設
立
を

目
指
す
。
中
央
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
の
あ
り
方
を
見

き
わ
め
、
平
成
31
年
度
に
は

市
内
全
域
で
の
住
民
自
治
組

織
設
立
の
足
並
み
が
そ
ろ
え

問答

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

アクセスはこちらから　→　www.city.ueda.nagano.jp/ 上田市議会 検索

アウトリーチ　公的機関、公共的文化施設が行う、地域への出張サービス。
ハザードマップ　地震、土砂災害などの被害を予測し、被害のおそれのある地域や避難に関する情報を掲載した地図。
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ラ
グ
ビ
ー
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

　
　
（
母
袋
市
長
）市
に
と
っ
て

過
度
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
留
意
し
て
お
り
、
上

限
額
設
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
過
熱
し
た
誘
致
合
戦
の

中
で
松
本
市
の
よ
う
な

多
額
な
負
担
も
想
定
さ
れ
る

が
、今
後
市
長
は
市
民
の
大
切

な
財
産
を
守
る
立
場
か
ら
時

に
は
誘
致
を
断
念
す
る
勇
気

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
他
の
地

域
よ
り
優
位
に
立
て
る

よ
う
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

今
の
段
階
で
断
念
は
全
く
考

え
て
い
な
い
。

　
　
代
理
人
を
介
さ
ず
イ
タ

リ
ア
ラ
グ
ビ
ー
連
盟
と

の
直
接
交
渉
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
私
も
代

理
人
介
在
は
、
費
用
的

に
も
か
な
り
に
な
る
の
で
否

定
的
で
あ
る
。
今
後
Ｐ
Ｒ
活

動
は
積
極
的
に
行
い
、
交
渉

は
慎
重
に
進
め
る
と
い
う
基

本
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

・
新
潟
薬
科
大
学
長
野
薬
学
部

答問答問答

資
源
循
環
型
施
設
建
設

部
下
が
何
で
も
相
談
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
を

つ
く
り
、
問
題
の
早
期
発
見
、

早
期
対
処
に
つ
な
げ
て
い
く
。

一
般
質
問

宮
下
　
省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

安
藤
　
友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

土
屋
　
勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

　
　
誘
致
活
動
を
菅
平
の
皆

さ
ん
に
依
存
し
市
全
体

の
盛
り
上
が
り
を
欠
く
が
ど

う
か
。

　
　
(小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を
全

市
あ
げ
て
市
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

　
　
補
正
予
算
の
２
０
０
0

万
円
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
(小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

相
手
国
へ
の
関
係
者
の

渡
航
費
、通
訳
等
の
経
費
。ま

た
、相
手
国
が
菅
平
高
原
で

視
察
す
る
費
用
等
で
あ
る
。

　
　
イ
タ
リ
ア
に
照
準
を
合

わ
せ
る
理
由
は
何
か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
菅
平
の
認

知
度
を
高
め
る
な
ど
総
合
的

に
勘
案
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
２
０
０
２
年
日
韓
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

大
会
で
松
本
市
が
予
想
を
上

回
る
渡
航
費
、滞
在
費
用
な

ど
総
額
２
億
円
を
超
え
る
負

担
と
な
っ
た
が
、市
は
上
限
額

を
設
定
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

問答問答問答問

　
　
上
田
市
と
し
て
も
重
要

課
題
で
あ
り
必
要
不
可

欠
な
資
源
循
環
型
（
焼
却
）

施
設
を
地
元
の
理
解
を
得
て
、

早
期
に
施
設
建
設
の
実
現
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
事

業
主
体
で
あ
る
上
田
地
域
広

域
連
合
で
は
、
本
年
度
中
に

上
田
清
浄
園
跡
地
を
建
設
候

補
地
と
し
て
、
環
境
影
響
評

価（
環
境
ア
セ
ス
）に
着
手
し

た
い
と
し
て
い
る
が
、
地
元

対
応
を
受
け
持
つ
上
田
市
と

し
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、

地
元
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に

調
整
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

環
境
ア
セ
ス
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
地
元

住
民
の
皆
様
方
に
調
査
内
容

等
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
ど

の
時
期
に
ど
の
範
囲
の
皆
様

へ
説
明
す
る
か
を
、
地
元
対

策
連
絡
会
の
皆
様
と
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
実
施
し
た
い
。

ま
た
そ
の
説
明
会
を
通
じ
て

地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解

問答

そ
の
他
の
質
問
項
目

い
た
だ
い
た
上
で
、
環
境
ア

セ
ス
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
本
年
度
上
田
市
は
、
農

産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

係
を
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
推
進
室
と
格
上
げ
し
て
、

農
政
事
業
を
推
進
し
て
い
る

が
、
超
高
齢
者
依
存
型
農
業
、

ま
た
国
際
的
な
品
質
価
格
競

争
の
中
で
、
今
後
の
上
田
市

農
業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
拡

大
や
高
付
加
価
値
化
を

目
指
し
、
首
都
圏
な
ど
へ
の

積
極
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
６
次
産
業
化
の
推

進
な
ど
に
よ
る
上
田
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

問答

　
　
昨
年
末
か
ら
今
年
に
か

け
て
、
教
員
・
職
員
に

よ
る
非
違
行
為
が
立
て
続
け

に
発
生
し
て
い
る
が
、
十
分

な
対
策
は
と
ら
れ
て
い
た
の

か
。
ま
た
、
再
発
防
止
に
向

け
た
市
長
・
教
育
長
の
決
意

は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
教
育
長
）
毎
年
、

全
教
職
員
か
ら
飲
酒
運

転
を
行
わ
な
い
と
の
誓
い
を

書
面
で
校
長
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、第
三
者
も
入
っ
た

非
違
行
為
防
止
委
員
会
に
よ

る
定
期
的
な
研
修
も
行
っ
て

き
た
。今
回
の
不
祥
事
を
重

く
受
け
止
め
、今
後
は
、教
職

員
の
言
動
が
周
囲
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
を
自
覚
す
る

よ
う
改
め
て
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
日
頃
か

ら
市
長
講
話
や
部
課
長

会
議
を
通
じ
指
導
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
機
を
捉
え
て

注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
職
員
の
勤
務
状
況

に
留
意
し
な
が
ら
、
上
司
と

問答答

台
湾
と
の
交
流
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性

教
員
・
職
員
の
　
　

非
違
行
為
へ
の
対
応

　
　
市
長
は
５
月
に
信
州
上

田
観
光
協
会
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
、
台
湾

の
高
雄
市
等
を
親
善
訪
問
さ

れ
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

向
け
た
手
応
え
を
ど
う
感
じ

た
の
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
今
回
、

よ
う
や
く
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

て
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
真
田
丸
の
舞
台
と

し
て
の
魅
力
、
美
ヶ
原
高
原

や
菅
平
高
原
に
代
表
さ
れ
る

大
自
然
、
ま
た
首
都
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
の

特
徴
を
生
か
し
た
独
自
の
旅

行
商
品
を
開
発
す
る
と
と
も

に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、
松
本
・
長
野
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き

た
い
。

問答

農
業
振
興
策

環境影響評価（環境アセス )　環境アセスメント。人間が健康な生活を営むに必要な環境に影響を与える計画や行為を考えるに際し、各種の代替案を考え、それらが環境に及ぼす影響を予測・評価して比較検討すること。
６次産業化　農林漁業者が生産（第１次産業）だけでなく、加工（第２次産業）、流通・販売（第３次産業）にも関わることにより、農林水産業に新たな付加価値を生み出す取り組み。
インバウンド　外国人観光客誘致。　
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学
校
給
食

か
り
踏
ま
え
、
プ
ラ
ン
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
全
国
植
樹
祭
を

機
会
に
、東
山
市
有
林

を
身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
、
環
境
学
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、整
備

す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
環

境
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
は
、
全
国
植
樹
祭
に

あ
わ
せ
て
長
野
大
学
が
土
壌

改
良
剤
に
よ
る
植
樹
を
行
い
、

そ
の
成
長
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

す
で
に
一
部
を
実
験
林
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　
　
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
森
づ
く
り
は
ど
う

か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）東
山

市
有
林
を
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
他
の
地
域
の
森

林
整
備
活
動
に
も
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

　
　
︵
中
村
教
育
次
長
）
小
学

校
新
入
学
用
品
費
の
支

給
時
期
の
前
倒
し
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
入
学
前
の
保
護

答

一
般
質
問

渡
辺
　
正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

小
坂
井
　
二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

金
沢
　
広
美
議
員
（
公
明
党
）

　
　
市
の
考
え
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
と
は「
代

替
食
で
あ
る
」と
考
え
て
い

い
の
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
す

べ
て
「
代
替
食
」
で
は
な
く
、

料
理
に
よ
っ
て
は「
除
去
食
」

対
応
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
材
が
複
数
あ
り
、

除
去
食
や
代
替
食
提
供
が
困

難
な
場
合
は
、
弁
当
対
応
も

考
え
ら
れ
る
。

　
　
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
で
は
、
都
道
府
県
だ

け
で
な
く
市
町
村
に
お
い
て

も
、
小
規
模
企
業
振
興
条
例

の
策
定
を
求
め
て
い
る
と
私

は
理
解
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

地
方
公
共
団
体
の
責
務

と
し
て
、
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
制
定
ま
で
求
め
て
い

る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
て
は

い
な
い
が
、
今
後
法
律
の
基

本
理
念
や
基
本
原
則
は
し
っ

問答問答

　
　
利
用
件
数
と
利
用
者
数

は
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）昨
年

度
は
、利
用
件
数
は
2

万
6
千
件
余
で
、総
利
用
者

数
は
39
万
3
千
人
余
。利
用

団
体
は
、665
団
体
で
活
発
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
活
動
や

ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

活
動
へ
の
支
援
や
推
進
体
制
は
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）新
た

な
活
動
を
行
う
団
体
も

含
め
、可
能
な
限
り
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
支
援
を
す
る
。

　
　
平
成
27
年
6
月
に
、
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
が
、
主
権
者

教
育
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
）
各
高
校
で

は
国
の
副
教
材
を
活
用
し
た

り
、
現
代
社
会
や
政
治
経
済
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

使
っ
て
有
権
者
と
し
て
力
を

養
う
学
習
を
し
て
い
る
。

問答問答問答

　
　
昨
年
の
参
議
院
議
員
選

挙
の
分
析
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
）18
歳・高
校

生
の
投
票
率
は
65・
25
％
と

市
全
体
の
投
票
率
を
上
回
っ

て
い
て
、そ
の
親
の
世
代
の

投
票
率
も
ほ
ぼ
同
様
で
、相

乗
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

来
年
の
上
田
市
長
・
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票

事
務
に
、高
校
生
を
配
置
で

き
な
い
か
。

　
　
（
中
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
）高
校
の
校

長
会
に
協
力
要
請
を
し
、期

日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

に
も
選
任
し
た
い
。

　
　
昨
年
度
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
市
民
の
利
用
状
況
は
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

市
民
が
上
田
市
に
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
124
万
９

千
円
余
で
、寄
附
総
額
の
約

１
％
。市
民
が
他
自
治
体
に
納

税
し
た
の
は
、
１
億
５
千
万

円
余
。他
自
治
体
か
ら
は
１
億

２
千
万
円
余
で
あ
る
。

問答問答問答

　
　
組
織
形
態
は
ど
の
よ
う

か
。
活
動
へ
の
支
援
は
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
は
少
子
高
齢
化
社
会
、
価

値
観
の
多
様
化
等
に
よ
る

様
々
な
地
域
課
題
を
住
民
主

体
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
に

よ
っ
て
解
決
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
地
域
の
若
者
、
女

性
、
高
齢
者
の
雇
用
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

組
織
形
態
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

会
社
、
組
合
組
織
等
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。
金
融
機
関
、

商
工
団
体
、
行
政
等
の
関
係

機
関
が
様
々
な
形
で
支
援
を

し
、
地
域
一
体
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
。

　
　
上
田
市
は
要
保
護
、
準

要
保
護
に
対
し
十
分
な

支
援
を
し
て
い
る
が
、
ひ
と

り
親
家
庭
が
こ
れ
か
ら
ふ
え

る
で
あ
る
中
、
就
学
前
児
童

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

問答問

者
の
状
況
が
把
握
し
に
く
い

こ
と
や
、
事
務
手
続
き
上
の

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
他
市

の
状
況
を
参
考
に
研
究
す
る
。

　
　
肝
が
ん
原
因
の
90
％
が

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
感
染

者
（
Ｂ
型
Ｃ
型
）
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
検
査
の
陽
性
者

へ
の
取
り
組
み
と
未
治
療
・

未
受
診
者
へ
の
情
報
提
供
は

ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未
来

部
長
）
陽
性
の
方
に
対

し
て
行
う
「
肝
炎
検
診
受
診

者
動
向
調
査
」
を
通
し
、
未

受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

費
給
付
制
度
の
情
報
や
病
気

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
や
最
新
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ぺ
―
ジ
な
ど
で
適
切

に
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
、

肝
炎
対
策
に
取
り
組
む
。

問答

地
域
経
済

森
の
回
復
と
再
生

ふ
る
さ
と
納
税

就 

学 

支 

援

肝
炎
の
重
症
化
予
防
対
策

昨
年
度
の
公
民
館
の
利
用
状
況

主
権
者
教
育
と
投
票
率
向
上

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コミュニティビジネス　地域の課題を地域住民が主体的に、ビジネスの手法を用いて解決する取り組み。
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の
こ
と
で
あ
る
。
上
田
市
に

納
め
る
べ
き
税
金
を
他
自
治

体
へ
寄
付
し
て
い
る
現
状
を

ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

寄
附
を
し
た
者
は
税
の

控
除
が
受
け
ら
れ
る
上
に
返

礼
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
仕
組
み
だ
け

に
着
目
し
て
経
済
的
利
益
を

得
よ
う
と
寄
附
を
し
て
い
る

の
な
ら
、
地
方
税
は
居
住
地

域
に
お
い
て
享
受
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
と
い
う
「
応
益

負
担
の
原
則
」
や
、
地
域
社

会
の
全
て
の
構
成
員
に
よ
っ

て
相
互
に
負
担
を
分
か
ち
合

う
べ
き
と
い
う
「
負
担
分
任

制
の
原
則
」
か
ら
外
れ
て
い

る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
　
税
金
が
出
て
い
く
の
を

防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ
う

な
努
力
を
し
て
い
る
か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

地
元
上
田
に
愛
着
や
、

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
一
層
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

答問答

の
移
行
、一
般
就
労
へ
の
移
行

や
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い

の
あ
る
児
童
が
地
域
で
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
、保
健
、医
療
、
福
祉
関

係
者
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

体
制
構
築
に
つ
い
て
定
め
る
。

　
　
対
策
実
施
の
前
に
地
域

実
情
の
分
析
に
つ
な
が

る
実
態
調
査
を
改
め
て
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

５
年
前
の
市
の
調
査
か

ら
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、

健
康
問
題
や
事
故
な
ど
も
新

た
な
課
題
と
な
り
、
買
い
物

弱
者
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
改
め
て
実
態
調
査
が

必
要
と
考
え
る
。

　
　
買
い
物
弱
者
対
策
を
継

続
的
、複
合
的
に
取
り

組
む
た
め
市
の
課
題
は
何
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

買
い
物
弱
者
対
策
は
交

通
や
高
齢
者
福
祉
、
市
民
協

働
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
市
全
体
の
課

題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

一
般
質
問

三
井
　
和
哉
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

松
尾
　
卓
議
員
（
公
明
党
）

　
　
上
田
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
か
か
る
①
寄
附
金

額
②
他
の
自
治
体
に
寄
附
す

る
こ
と
で
上
田
市
の
税
を
控

除
さ
れ
た
金
額
③
返
礼
品
費

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
代
、

事
務
を
行
う
職
員
の
人
件
費

な
ど
を
足
し
た
経
費
、
さ
ら

に
①
か
ら
②
と
③
を
引
い
た

収
支
は
。

　
　
︵
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
︶

人
件
費
は
算
出
で
き
な

い
の
で
除
い
て
答
え
る
。
平

成
27
年
度
は
①
982
万
円
②
３

４
０
１
万
円
③
142
万
円
、
収

支
は
マ
イ
ナ
ス
２
５
６
１
万

円
。
平
成
28
年
度
は
①
１
億

２
２
４
９
万
円
②
５
５
７
３

万
円
③
４
６
５
８
万
円
、
収

支
は
プ
ラ
ス
２
０
１
８
万
円
。

　
　
平
成
27
年
度
は
入
っ
て

き
た
金
額
の
3.5
倍
の
税

金
が
市
外
へ
出
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
、
平
成
28
年
度
は
５

５
７
３
万
円
の
市
民
税
が
他

自
治
体
に
寄
附
さ
れ
た
こ
と

で
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
と

問答問

　
　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
を

積
極
的
に
進
め
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）あ
い

サ
ポ
ー
ト
研
修
の
出
前

講
座
や
県
と
の
連
携
に
よ
り
、

小
中
学
校
で
の
福
祉
体
験
な

ど
に
よ
り
児
童
生
徒
や
市
民

に
紹
介
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
が
感
じ
る
障

壁
や
不
便
さ
の
把
握
や

合
理
的
な
配
慮
を
行
う
た
め

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）上
小

圏
域
障
害
者
差
別
解
消

支
援
地
域
協
議
会
と
の
連
携

に
よ
り
、困
難
案
件
の
情
報

共
有
や
対
応
協
議
を
行
い
、

関
係
団
体
へ
の
意
見
表
明
や

指
導
、助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
今
年
度
策
定
の
第
５
期

障
が
い
福
祉
計
画
の
柱

は
何
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）施
設

入
所
者
の
地
域
生
活
へ

問答問答問答

買
い
物
弱
者
対
策

傍聴者
の声

本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

　6 月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ 79 人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただいてい
ます。お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○　上田市政の一端がわかるので、議会傍聴は勉強になります。たくさんの方が傍聴
されると良いと思います。（70 代　女性）

○　最近ニュースで報道された事柄や興味のある事柄（観光、まちづくりなど）につ
いての一般質問について傍聴した。（50 代　男性）

○　具体的な答弁が少なく、優先度やどれくらいの規模で行うかなど聞きたかった。
（40 代　女性）

ふ
る
さ
と
納
税
の
　

�
問
題
点

障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
と
も
に
　

　
支
え
合
う
社
会
を

　
　
　
　
　
つ
く
る

あいサポート運動　障がいのある人に対し、手助けなどを実践することで、障がいのある人が暮らしやすい社会をつくっていくことを目的とした運動。
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自
治
体
の
危
機
管
理

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）平
成
27
年
は

前
年
よ
り
0.03
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ

ス
の
1.60
で
、
30
代
の
若
い
子

育
て
世
代
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　
非
認
知
能
力
を
高
め
る

た
め
の
就
学
前
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）非
認
知
能
力

は
、
幼
児
期
に
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
や
活
動
を
積
極
的

に
提
供
す
る
中
で
、
よ
り
多

く
の
体
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
保
育
に
努
め
る
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す

る
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　（
近
藤
福
祉
部
長
）11
の

部
、17
の
課
に
よ
る
庁

内
連
携
会
議
を
平
成
26
年
度

か
ら
組
織
し
、生
活
困
窮
者
の

相
談
を
「
ま
い
さ
ぽ
上
田
」

で
対
応
、ひ
と
り
親
家
庭
の
相

談
、学
校
現
場
で
の
相
談
体

制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、将

来
社
会
の
担
い
手
と
な
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、貧
困
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答問答問答

　
　

国
道
254
号
線
に
は
、交

通
安
全
対
策
と
し
て
、

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

県
で
は
和
子
交
差
点
か

ら
鹿
教
湯
温
泉
入
り
口
ま
で

の
延
長
9.4
キ
ロ
区
間
で
、
和

子
、荻
窪
、平
井
の
3
カ
所
の

バ
イ
パ
ス
化
及
び
西
内
橋
と

虚
空
蔵
地
区
の
カ
ー
ブ
改
良

を
含
む
整
備
計
画
を
策
定
し

た
。和
子
バ
イ
パ
ス
は
１
７

６
０
㍍
の
区
間
で
平
成
28
年

度
末
の
進
捗
率
は
用
地
補
償

が
約
90
％
、
工
事
が
約
55
％
。

荻
窪
バ
イ
パ
ス
は
１
６
６
０

㍍
区
間
で
協
議
中
で
あ
る
。

平
井
バ
イ
パ
ス
は
980
㍍
。
用

地
補
償
約
50
％
、
工
事
が
約

15
％
。
今
年
度
の
予
算
額
は

３
カ
所
の
合
計
で
３
億
１
５

０
０
万
円
。
特
に
和
子
バ
イ

パ
ス
の
工
事
に
集
中
投
資
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
市
の
財
政

問答

一
般
質
問

西
沢
　
逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

林
　
和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

久
保
田
　
由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
へ
の
市
の
対
応
は
。

　
　
︵
神
代
総
務
部
長
）上
田

市
国
民
保
護
計
画
に
基

づ
き
国
の
指
示
等
に
よ
り
上

田
市
国
民
保
護
対
策
本
部
を

設
置
し
、警
報
や
避
難
指
示
の

伝
達
、避
難
住
民
の
誘
導
、救

護
の
協
力
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
　

来
年
１
月
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
平
和
祈
念
事
業
の

内
容
は
。

　
　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
上
田
市
名
誉
市

民
故
半
田
孝
淳
氏
の
遺
志
を

受
け
て
、
市
民
の
皆
様
に
向

け
て
開
催
す
る
も
の
で
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
機
会

と
し
、
一
層
の
平
和
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
市
の
出
生
率
は
。

問答問答問

　
　
学
校
図
書
整
備
五
か
年

計
画
の
中
で
図
書
整
備
、

新
聞
配
備
、学
校
司
書
配
置

に
つ
い
て
市
の
現
状
は
ど
う

か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）図
書

整
備
の
状
況
で
は
、ほ

と
ん
ど
の
学
校
で
学
校
図
書

館
図
書
標
準
の
蔵
書
数
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。新

聞
購
入
費
に
つ
い
て
は
各
学

校
の
判
断
で
新
聞
等
の
購
入

を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。学

校
司
書
に
つ
い
て
は
、学
校
図

書
職
員
を
全
て
の
小
中
学
校

に
１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

　
　
蔵
書
の
更
新
の
状
況
は

い
か
が
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）刊
行

後
の
経
過
年
数
が
経
っ

た
百
科
事
典
な
ど
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
最
新
の
も
の
に
更
新

し
て
い
く
よ
う
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
新
聞
を
児
童
の
た
め
に

配
備
し
、学
習
と
し
て
新

聞
の
利
活
用
が
進
ん
で
い
る
現

問答問答問

状
だ
が
市
の
状
況
は
い
か
が

か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）学
習

指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

こ
の
総
則
の
中
に
初
め
て
新

聞
の
活
用
が
明
示
さ
れ
た
の

で
、今
ま
で
よ
り
も
新
聞
の
活

用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。新
聞
の
教
育
に
お
け

る
可
能
性
を
今
後
も
研
究
す

る
と
と
も
に
、各
学
校
に
新
聞

の
持
つ
重
要
性
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
周
知
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
児
童
生
徒
の
利
用
環
境

の
改
善
、
向
上
と
し
て

学
校
司
書
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）学
校

の
司
書
教
諭
と
協
力
を

し
て
児
童
生
徒
に
利
用
し
や

す
く
、
教
材
の
資
料
提
供
や

学
校
図
書
館
を
利
用
し
た
授

業
、
委
員
会
活
動
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
、
幅
広
い
教
育
の

基
盤
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

・
回
想
法
の
認
知
症
予
防

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

答問答

　
　
教
員
の
多
忙
化
の
解
消

は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
る
。
上
田
市
の
状
況
は

ど
う
か
。
教
員
の
長
時
間
労

働
は
何
が
原
因
と
考
え
、
実

効
あ
る
解
決
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
教
育
長
）上
田
市

の
教
職
員
の
１
人
当
た

り
の
勤
務
時
間
外
と
休
日
勤

務
時
間
、持
ち
帰
り
仕
事
の

合
計
の
平
均
時
間
は
、小
学

校
で
50
時
間
26
分
、中
学
校

で
56
時
間
59
分
で
あ
る
。今

回
の
文
部
科
学
省
の
調
査
結

果
で
は
、小
学
校
で
は
授
業
や

学
年
、学
級
経
営
に
係
る
時

間
が
、中
学
校
で
は
授
業
や

授
業
準
備
、成
績
処
理
、学
年
、

学
級
経
営
、部
活
動
の
時
間

が
増
加
し
て
い
る
。県
教
育
委

員
会
で
は
、平
成
28
年
10
月

か
ら
、1
時
間
単
位
で
勤
務

時
間
の
割
り
振
り
を
行
う
制

度
の
試
行
を
始
め
た
。上
田

市
も
本
年
７
月
か
ら
本
格
実

施
す
る
。こ
れ
に
よ
り
教
員
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

問答

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

教
員
の
多
忙
化
の
解
消

平
和
祈
念
事
業

子
育
て
支
援

図
書
館
で
の
蔵
書
増
、

新
聞
配
備
、
学
校
司
書

国
道
254
号
線
バ
イ
パ
ス
事
業

非認知能力　いろいろなことに興味を持つ好奇心や目標を決めて粘り強く努力する意欲・忍耐力、他者と力を合わせる協調性など、実生活に大きく関わる個人の特性。
まいさぽ上田　上田市生活就労支援センター。さまざまな事情により生活困難となっている人に対し、行政などと連携を図りながら自立に向けた支援を行う。
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特
別
扱
い
す
る
こ
と
が
差
別

意
識
が
な
く
な
る
最
大
の
障

壁
と
な
っ
て
お
り
、
廃
止
を

す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
ど
う

か
。

　
　（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
補
助
金
の
適
正

化
は
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き

支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
解
放
子
ど
も
会
は
こ
れ

だ
け
の
人
数
で
目
的
が

果
た
せ
る
の
か
。
団
体
予
算

の
他
に
教
育
委
員
会
予
算
で

４
支
部
に
教
師
を
週
２
回
派

遣
す
る
事
業
で
、
平
成
27
年

度
は
223
万
円
余
が
支
出
さ
れ

て
い
る
。
今
子
ど
も
の
貧
困

が
6
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て

い
る
と
き
に
、
特
別
扱
い
で

は
な
い
か
。
無
料
塾
な
ど
に

発
展
さ
せ
る
と
い
う
柔
軟
な

発
想
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
（
小
林
教
育
長
）
減
少

が
続
く
状
態
だ
が
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
限
り
続
け
て
い
く
。

・
収
納
管
理

答問答

一
般
質
問

半
田
　
大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

古
市
　
順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

家
庭
で
ご
み
を
分
別
し

て
い
る
方
々
か
ら
具
体

的
な
品
目
ご
と
の
分
別
に

困
っ
て
い
る
と
聞
く
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
が
七
割

を
超
え
る
中
で
、多
く
の
自

治
体
が
導
入
し
成
果
を
上
げ

て
い
る
、ご
み
を
出
す
曜
日
や

分
別
の
仕
方
を
即
座
に
検
索

で
き
る
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の

導
入
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

搬
入
ご
み
の
サ
ン
プ
ル

調
査
結
果
か
ら
、
ご
み
の
分

別
ル
ー
ル
が
市
民
に
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。１
日

20
件
を
超
え
る
市
民
か
ら
の

ご
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

の
半
数
が
分
別
の
仕
方
で
あ

る
。ご
み
分
別
ア
プ
リ
は
有
効

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
の
で
先
進

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し

て
導
入
に
向
け
検
討
し
た
い
。

　
　
市
の
政
策
を
市
民
に
理

解
・
協
力
を
得
る
た
め

問答問

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

基
本
計
画
や
職
員
向
け
広
報

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は
ど
う

か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

本
年
度
全
庁
体
制
で
上

田
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
指
針
の
年
度
内
策
定

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は

市
民
と
の
連
携
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す

る
広
報
の
転
換
が
必
要
で
あ

り
、
職
員
が
市
の
広
報
マ
ン

と
し
て
市
全
体
の
広
報
活
動

の
活
性
化
を
図
る
指
針
と
し

て
広
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
わ

せ
て
策
定
し
て
い
く
。

　
　

上
田
市
の
広
報
戦
略
、

デ
ー
タ
等
の
利
活
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
上
田
市
は

長
年
模
索
と
躊
躇
を
続
け
て

き
た
が
、
実
効
性
の
あ
る
方

針
を
示
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
市
民
と

行
政
が
情
報
や
課
題
を

共
有
し
相
互
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
実
効
性
の
あ
る
効
果
的

な
広
報
戦
略
を
進
め
た
い
。

答問答

　
　
昨
年
12
月
に
成
立
し
た

部
落
差
別
解
消
推
進
法

は
差
別
を
固
定
化
・
永
久
化

す
る
恒
久
法
で
あ
る
が
、
市

の
施
策
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
こ
の
法
律
で
市

に
求
め
て
い
る
教
育
、
啓
発
、

相
談
事
業
の
充
実
は
こ
れ
ま

で
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
市
の
施
策
へ
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
部
落
解
放
同
盟
上
田
市

協
議
会
へ
の
補
助
金
は

平
成
29
年
度
790
万
円
。
こ
の

団
体
の
会
員
数
、
解
放
子
ど

も
会
の
会
員
数
、
予
算
の
総

額
、
会
費
収
入
の
割
合
、
旅

費
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
会
員
数
は
265
名
、

子
ど
も
会
は
13
名
。
予
算
総

額
は
925
万
円
、
会
費
収
入
は

14
％
、
旅
費
は
燃
料
代
、
日

当
な
ど
合
計
174
万
円
。

　
　
補
助
金
は
長
野
県
、
長

野
市
、
松
本
市
、
飯
田

市
で
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

問答問答問

傍聴者
の声
（続き）

○　子どもの貧困の現状など深刻な状況が示され、改めて子どもの問題を真剣に考え
なければと思った。子どもを大切にしなければ、これからの社会の未来はありえま
せん。（70 代　女性）

○　政治理念を感じられない質問があり残念。45 分の質問時間が不足ではなく、余っ
て終了するとはどういうことか。（60 代　男性）

〇　たくさんの人が傍聴していて驚いた。（60 代　男性）

本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

同
和
問
題

ご
み
分
別
　
　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

そ
の
他
の
質
問
項
目

広
報
戦
略
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ら
108
店
舗
に
60
店
舗
減
少
し

た
が
、新
た
に
４
店
舗
で
き
た
。

　
　
別
所
と
鹿
教
湯
の
両
温

泉
地
の
特
性
と
誘
客
の

問

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」へ
の
支
援

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）塩
田

産
大
豆
を
使
用
し
た
き

な
粉
で
の
活
用
な
ど
、市
内
外

の
加
工
業
者
に
よ
る
試
験
製

造
な
ど
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。地
元
加
工
業
者

に
お
い
て
塩
田
産
大
豆
を
使

用
し
た
新
た
な
事
業
展
開
や
、

さ
ら
に
は
市
外
業
者
の
誘
致

に
つ
い
て
も
、
庁
内
の
横
断

的
な
情
報
交
換
と
連
携
で
積

極
的
に
働
き
か
け
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
塩
田
産
大
豆
を
用
い
た

豆
乳
を
生
産
し
、
学
校

給
食
に
使
え
な
い
か
と
い
っ

た
構
想
が
あ
る
。
農
家
所
得

の
安
定
化
と
、
子
ど
も
た
ち

の
食
育
に
ま
で
広
げ
た
い
と

答問

市
街
地
商
業
の
活
性
化

温
泉
地
振
興
と
公
共
施
設

一
般
質
問

池
田
　
総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

山
田
　
英
喜
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

佐
藤
　
清
正
議
員
（
創
始
会
）

　
　

市
内
の
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
団

体
は
わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
現
在
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
支
援

が
今
年
度
で
終
了
と
な
る
。

今
後
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
に
対
し

て
市
は
ど
の
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
る
担
い

手
の
掘
り
起
こ
し
や
運
営
面

に
対
す
る
助
言
な
ど
側
面
的

な
支
援
を
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
活
動
を
広

く
市
民
の
皆
様
あ
る
い
は
企

業
等
に
周
知
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答大
豆
に
よ
る
農
業
振
興

　
　
塩
田
産
大
豆
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
と
、
大
豆

を
使
っ
た
６
次
産
業
化
の
た

め
の
地
元
加
工
業
者
へ
の
育

成
支
援
の
ほ
か
、
他
地
域
か

ら
の
加
工
業
者
誘
致
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

問

い
う
構
想
だ
。
市
と
し
て
こ

れ
を
支
援
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
６

次
産
業
化
の
国
県
市
の

制
度
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

答

　
　
上
田
と
丸
子
の
両
地
域

に
中
心
市
街
地
が
存
在

す
る
中
で
市
街
地
商
業
の
活

性
化
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

上
田
地
域
で
は「
400
年

の
歴
史
を
超
え
た
城
下
町
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」を
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
組
む
中
で
居
住
人
口

は
目
標
値
を
上
回
り
、公
共
施

設
や
大
型
商
業
施
設
に
よ
り

都
市
基
盤
が
整
っ
て
き
た
。

丸
子
地
域
で
は「
地
域
の
絆
再

生
会
議
」や
丸
子
修
学
館
高

校
、上
田
市
商
工
会
及
び
市
の

３
者
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
に
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　
合
併
以
降
の
丸
子
地
域

の
商
店
数
の
推
移
は
ど

う
か
。

　
　
（
谷
仲
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）168
店
舗
か

問答問答

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

別
所
温
泉
は
県
内
最
古

の
温
泉
地
で
あ
り
市
内
を
代

表
す
る
観
光
地
と
し
て
取
り

組
み
、
鹿
教
湯
温
泉
は
宿
泊

型
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防

な
ど
健
康
寿
命
延
伸
と
い
っ

た
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

公
共
施
設
で
あ
る
鹿
月

答
荘
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）鹿
教
湯
温

泉
の
観
光
振
興
は
も
と

よ
り
住
民
の
健
康
増
進
や
福

祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
。

今
後
両
施
設
に
つ
い
て
は
鹿

教
湯
温
泉
の
将
来
像
を
見
据

え
る
中
で
一
定
の
方
向
性
を
見

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
上
田
庁
舎
の
閉
庁
方
針

に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
残

念
で
は
あ
る
が
や
む
を

得
な
い
。

答問答

雹ひ
ょ
う

に
よ
る
農
作
物
被
害

協
力
を
し
な
が
ら
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
い
た
い
。

　
　
「
真
田
丸
」を
は
じ
め
合

併
十
周
年
記
念
関
連
事

業
や
1
日
の
開
催
で
３
０
０

０
万
円
以
上
支
出
さ
れ
た
上

田
真
田
ま
つ
り
な
ど
、
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
関
連
に
は
惜

し
み
な
く
支
出
さ
れ
て
い
る

印
象
が
あ
る
。
一
方
、
経
済

基
盤
を
支
え
る
製
造
業
に
お

い
て
県
内
19
市
の
中
で
も
合

併
後
の
衰
退
が
著
し
い
が
、

上
田
市
に
と
っ
て
地
方
創
生

の
核
心
的
な
政
策
は
何
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）上
田
市
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
総

合
力
を
持
っ
て
地
方
創
生
を

目
指
す
た
め
、核
心
的
政
策

を
絞
る
の
は
難
し
い
。
今
後

は「
真
田
丸
」の
放
送
に
よ
っ

て
上
が
っ
た
知
名
度
を
い
か

に
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て

い
く
か
が
重
要
と
考
え
る
。

・
工
業
団
地
の
造
成

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

問答

　
　
５
月
に
発
生
し
た
雹
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が

神
科
、
豊
殿
、
真
田
な
ど
地

域
に
よ
っ
て
深
刻
な
状
況
と

な
っ
た
。
傷
の
つ
い
た
農
作

物
の
販
路
の
確
保
な
ど
に
尽

力
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
今

後
の
市
の
対
応
は
。
ま
た
、

母
袋
市
長
も
現
地
に
入
り
現

状
を
認
識
し
た
上
で
対
応
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
今

後
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
殺
菌
剤
購
入

費
に
対
す
る
助
成
に
加
え
、

単
価
の
高
い
生
食
用
で
の
販

売
に
つ
な
が
る
よ
う
、
庁
内

で
の
販
売
斡
旋
や
姉
妹
都
市

な
ど
の
物
産
展
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
通
じ
て
販
売
促
進
に
全

力
で
協
力
す
る
。
官
民
一
体

と
な
り
農
家
の
所
得
に
つ
な

が
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
今
後
、

早
い
段
階
で
被
害
現
場

へ
入
り
被
害
状
況
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
率
先
し
て
販
売

問答答

地
方
創
生
の
核
心
的
政
策

そ
の
他
の
質
問
項
目

中
央
水
産
研
究
所
　	

	

上
田
庁
舎

問

ぷれジョブ　障がいの有無にかかわらず、一緒に生きていくことができる地域社会をともに創るという目的の活動。
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人
選
の
考
え
は
ど
う
か
。
検

討
委
員
会
は
何
回
行
う
の
か
。

検
討
内
容
の
報
告
は
ど
う
行

う
の
か
。

　
　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）定
員
は
10

名
以
内
で
地
域
内
の
関
係
者

や
、専
門
職
及
び
女
性
を
登

用
す
る
。回
数
は
10
回
程
度

予
定
し
、年
度
内
に
基
本
構

想
、基
本
計
画
の
取
り
ま
と
め

を
考
え
て
お
り
、
報
告
は
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
い
た
い
。

　
　
市
内
の
松
林
は
将
来
的

に
は
一
部
を
除
い
て
全

滅
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

松
茸
の
産
地
上
田
ブ
ラ
ン
ド

の
喪
失
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

　
　
（
母
袋
市
長
）
伝
統
的

な
松
茸
文
化
を
守
る
こ

と
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
上
田
の
松
茸
文
化
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答問答

一
般
質
問

松
井
　
幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

佐
藤
　
論
征
議
員
（
新
生
会
）

　
　
情
報
伝
達
手
段
構
築
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
市

は
武
石
地
域
住
民
の
願
い
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
長
）情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
構
築
の
地
域
要
望
と

い
っ
た
も
の
を
重
く
受
け
と

め
、今
回
持
ち
寄
り
基
金
を
活

用
し
、補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

　
　
今
後
加
入
の
た
め
の
意

向
調
査
は
い
つ
行
う
の

か
。
導
入
は
い
つ
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。
導
入
後
の
運

営
体
制
、運
営
費
、更
新
費
用

な
ど
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
長
）申
し
込
み
の

取
り
ま
と
め
は
今
年
７
月
に

計
画
し
て
お
り
、放
送
開
始
は

来
年
の
１
月
を
予
定
し
て
い

る
。運
営
に
つ
い
て
は
、住
み
よ

い
武
石
を
つ
く
る
会
が
行
う
。

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
検

討
委
員
会
の
人
数
及
び

問答問答問

人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
上
田
市
の
イ
ン
フ
ラ

武
石
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備

度
の
99
・
02
％
か
ら
平
成
28

年
度
4
月
末
で
99
・
16
％
に

向
上
し
た
。
ま
た
、
受
託
業

者
は
災
害
時
等
、
全
社
体
制

で
応
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て

い
る
上
、
給
水
車
を
所
有
し

て
お
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

が
強
化
さ
れ
た
。

　
　
上
田
市
の
上
水
道
事
業

の
中
で
も
人
口
減
少
社

会
に
お
い
て
将
来
に
向
け
大

き
な
役
割
を
果
た
す
真
田
地

域
簡
易
水
道
統
合
事
業
に
つ

い
て
、
給
水
開
始
時
期
は
当

初
計
画
ど
お
り
の
給
水
と
な

る
の
か
。

　
　
（
宮
澤
上
下
水
道
局
長
）

水
源
周
辺
の
宮
浦
・
大

日
向
地
区
に
つ
い
て
は
、
計

画
ど
お
り
今
年
度
末
平
成

30
年
３
月
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
給
水
予
定
地

区
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
が
要
望
額
に
対
し
平
成
27

年
度
が
71
％
、
平
成
28
年
度

が
51
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
計
画
よ
り
１
年
先
送
り

し
、
平
成
32
年
度
を
目
標
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

問問答

　
　
平
成
27
年
10
月
よ
り
上

下
水
道
料
金
等
徴
収
業

務
を
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ

ネ
ッ
ツ
㈱
に
５
年
間
の
契
約

で
民
間
委
託
し
、
１
年
８
か

月
が
経
過
し
た
。
電
話
対
応
、

窓
口
対
応
も
非
常
に
良
い
と

の
評
価
も
多
く
聞
か
れ
、
上

田
市
の
行
財
政
改
革
と
し
て

は
非
常
に
評
価
す
べ
き
改
革

で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
コ
ス
ト
削
減
、
上
下

水
道
料
金
の
収
納
率
な
ど
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
（
宮
澤
上
下
水
道
局
長
）

年
間
１
万
１
千
件
を
超

え
る
開
閉
栓
手
続
き
が
民
間

委
託
を
契
機
に
窓
口
に
出
向

か
な
く
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

料
金
徴
収
業
務
に
係
る
営
業

費
と
職
員
人
件
費
の
合
計
を

委
託
前
の
平
成
26
年
度
と
業

務
委
託
を
行
っ
た
平
成
28
年

度
で
比
較
す
る
と
年
間
２
千

万
円
余
の
削
減
と
な
る
。
収

納
率
に
つ
い
て
は
平
成
26
年

問答

議会を傍聴しませんか。

■議会の日程は、上田市ホームページをご覧いただくか、
　議会事務局へお問い合わせいただき、お出かけください。

武
石
地
域
の
新
た
な
　	

 �

情
報
伝
達
手
段

松
く
い
虫
被
害
対
策

議会では、市民の皆さんの身近な問題や
上田市の予算や政策など、さまざまな事柄に
ついて、活発な議論が交わされています。

傍聴ができる方は…？⇒　どなたでも議会の傍聴ができます。
事前の手続きは…？　⇒　市役所本庁舎５階の議会事務局で受付をして傍聴券を	
　　　　　　　　　　　　受け取るだけです。
　　　　　　　　　　　　氏名などをご記入いただく必要はありません。
予約の必要は…？　　⇒　事前予約の必要はありません。
　　　　　　　　　　　　（ただし、大人数での傍聴にお越しの場合は事前にご　
　　　　　　　　　　　　相談ください。）

う
え
だ
市
議
会
だ
よ
り
第
６１
号
の
紙
面
に
お
い
て
、

小
坂
井
議
員
の
一
般
質
問
の
う
ち
、「
蚕
都
上
田
の
遺
産
整
備
と

養
蚕
農
家
や
桑
畑
の
現
状
」
に
関
す
る
答
弁
者
を
中
村
教
育
次
長

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
答
弁
内
容
の
う
ち
、
蚕
種
関
係
遺
産
以
外

の
答
弁
は
保
科
農
林
部
長
の
答
弁
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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効
果
的
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情

報
セ
ン
タ
ー
の
今
後

間
を
要
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
　
20
年
以
上
の
友
好
交
流

都
市
で
あ
る
中
国
寧
波

市
に
再
度
重
点
的
に
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で

は
台
湾
、
続
い
て
タ
イ
を
中

心
に
考
え
て
お
り
寧
波
市
に

は
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
教
育

な
ど
の
市
民
交
流
を
通
じ
て

今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の

柱
と
し
て
、
高
い
経
済

波
及
効
果
が
見
込
め
る
外
国

人
専
用
別
荘
地
を
上
田
市
と

し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な

い
か
。

　
　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

市
内
別
荘
地
を
外
国
人

に
向
け
て
販
売
す
る
動
き
が

あ
る
か
ど
う
か
は
把
握
し
て

い
な
い
。
現
段
階
で
は
市
と

し
て
別
荘
地
の
販
売
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。
当
面
推
移

を
見
守
り
た
い
。

問答問答

と
し
て
の
検
討
の
際
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
意
見

聴
取
し
た
い
。

　
　
今
後
の
県
内
で
の
競
技

種
目
開
催
地
決
定
ま
で

の
手
順
と
当
市
へ
の
競
技
誘

致
は
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
お

お
む
ね
平
成
32
年
に
競

技
開
催
場
所
決
定
に
向
け
、

市
内
各
方
面
の
思
い
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
決
め
る
。
競

技
会
場
決
定
の
場
合
は
過
度

な
整
備
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
必

要
な
改
修
等
を
行
う
。

　
　
大
会
で
の
競
技
開
催
は

子
ど
も
や
児
童
生
徒
に

好
影
響
を
与
え
る
が
、競
技

誘
致
へ
の
市
の
意
気
込
み
は
。

　
　
（
中
村
教
育
次
長
）
将

来
自
ら
も
国
体
選
手
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指

す
子
供
達
の
た
め
に
関
係
機

関
と
歩
調
を
合
わ
せ
誘
致
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問答問答

一
般
質
問

松
山
　
賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

金
子
　
和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

池
上
　
喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

　
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
受
入
れ

が
決
ま
っ
た
中
国
に
対

し
正
式
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
先
行

し
て
実
施
し
て
い
た
ス
イ
ス

と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
受
入
れ

交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
（
小
野
塚
政
策
企
画
部
長
）

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
関

し
て
は
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
で
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
、

陸
上
競
技
、
自
転
車
競
技
を

受
入
競
技
と
し
て
国
外
に
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
て
い
る
。
中
国

に
対
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
は
現
在
予
定
し
て
い
な
い

が
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を

通
じ
て
交
流
を
進
め
る
中
で

条
件
等
が
整
え
ば
菅
平
高
原

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
の
優
位

性
も
含
め
中
国
側
に
紹
介
し

た
い
。
ス
イ
ス
と
の
交
渉
は

継
続
中
と
な
っ
て
い
る
が
、

大
使
館
を
通
じ
て
打
診
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
調
整
に
時

問答

　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー（
以
後 

当
セ

ン
タ
ー
）運
営
審
議
会
へ
の

諮
問
が
行
わ
れ
た
の
は
国
内

他
５
箇
所
の
情
報
セ
ン
タ
ー

の
状
況
と
関
係
あ
る
の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
国

内
他
の
施
設
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

分
野
の
発
達
の
影
響
や
、
当

セ
ン
タ
ー
建
設
に
活
用
さ
れ

た
産
業
再
配
置
促
進
施
設
整

備
事
業
補
助
金
の
処
分
制
限

期
限
等
を
考
慮
し
た
。

　
　

当
セ
ン
タ
ー
の
再
構
築・

移
転・
継
続
の
可
能
性

も
運
営
審
議
会
に
対
し
諮
問

し
た
の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
事

業
の
継
続
や
再
構
築
、

移
転
だ
け
で
な
く
必
要
性
・

費
用
対
効
果
か
ら
も
審
議
し

て
い
る
。

　
　
利
用
者
や
市
民
の
声
を

市
に
届
け
る
方
法
は
あ

る
の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
審

議
会
の
答
申
を
受
け
市

問答問答問答

社
会
的
養
護
の
あ
り
方

ら
、
現
行
の
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な

る
機
能
充
実
や
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
相
談
業
務
を
担
え

る
よ
う
人
員
体
制
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
う
な
ど
の
整
備

を
着
実
に
進
め
る
。
ま
た
、

民
間
の
機
関
と
の
連
携
も
大

変
大
事
な
視
点
な
の
で
し
っ

か
り
連
携
協
力
体
制
を
と
る
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
と
し
て
の
、子
ど
も
食
堂
の

市
と
し
て
の
取
り
組
み
と
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
公
共
の

施
設
で
行
う
考
え
は
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
食
事
の
提
供

や
学
習
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
と

相
談
機
関
を
つ
な
げ
る
場
所

と
な
る
よ
う
、
計
画
さ
れ
て

い
る
団
体
へ
は
具
体
的
な
支

援
の
あ
り
方
や
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
。
施
設
利
用
も
協

力
す
る
。

問答

　
　
児
童
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
養
育
さ
れ
る
よ

う
、よ
り
家
庭
に
近
い
環
境
で

の
養
育
、つ
ま
り
家
庭
的
養
護

（
里
親
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー

ム
）の
推
進
は
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
県
の
家
庭
的

養
護
の
割
合
が
全
体
の
１
割

程
度
で
あ
る
。
登
録
里
親
数

を
ふ
や
す
こ
と
と
、
地
域
全

体
で
里
親
、
里
子
の
支
援
体

制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
里

親
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

よ
う
制
度
の
周
知
な
ど
に
努

め
る
。

　
　
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
の
拠
点
の
整

備
と
、里
親
支
援
の
モ
デ
ル
地

域
と
な
る
よ
う
な
民
間
と
の

連
携
は
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
支
援
拠
点
の

対
象
は
、
全
て
の
児
童
と
そ

の
家
庭
及
び
妊
産
婦
で
あ
り

妊
娠
期
か
ら
社
会
的
自
立
に

至
る
ま
で
の
包
括
的
、
継
続

的
な
支
援
に
努
め
る
こ
と
か

問答問答

第
82
回
国
民
体
育
大
会
、
第

27
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
競
技
誘
致
と
施
設

子
ど
も
食
堂

ファミリーホーム　家庭環境を失った子どもを里親や児童養護施設職員など経験豊かな養育者がその家庭に迎え入れて養育する。　　
フードドライブ　家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄り、それらをまとめて地域の福祉団体や施設などに寄付する活動。
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6月定例会　請願・陳情の審査結果
請　願

件　名 提　出　者 審査結果

原子力発電所再稼働の中止と、原子力発
電コストの利用者への転嫁反対の意見書
の提出に関する請願

再稼働 NO! うえだ金曜行動
呼びかけ人　丸山　幸一 氏 ほか 5 人

（紹介議員　深井武文議員、渡辺正博議員）
不採択

陳　情
件　名 提　出　者 審査結果

長野県内におけるオスプレイの低空飛行
訓練に関わる陳情

非核・平和憲法を守る上小の会
会長　茅野　光昭 氏 不採択

透析患者及び臓器移植普及啓発活動への
支援に関する陳情

長野県腎臓病患者連絡協議会
上田市地域腎友会　会長　町田　貴 氏 趣旨採択

「上田市墓地等の許可等に関する条例」改
正に関わる陳情

宗教法人七重山浄念寺
代表役員・住職　森　俊光 氏 継続審査

皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情という形で受け付けています。
　提出された請願や陳情は内容を審査し、採択か不採択を決定します。

■請願について
　請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）を
出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。

■陳情について
　陳情は、紹介議員は必要ありません。一部を除き、受理された場合は所管する常任委員会に付託して審
査を行いますが、本会議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。

■請願・陳情の記載要件
・日本語を用いること
・次のことが記載されていること
　趣旨、提出年月日、住所及び氏名（※法人の場合はその名称及び代表者の氏名）、請願・陳情者の押印、
紹介議員の署名または記名・押印（※請願の場合）

■請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
詳細は議会事務局にお問い合わせください。

次回の9月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は9月5日㈫の午後3時です。
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平
成
28
年
度
政
務
活
動
費
の
収
支
を
報
告
し
ま
す
。

　

上
田
市
議
会
で
は
、「
上
田

市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
議

員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動

に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費

の
一
部
を
政
務
活
動
費
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
の
額
は
議
員
一

人
当
た
り
年
額
24
万
円
で
、
議

会
の
各
会
派
に
対
し
て
毎
年
4

月
1
日
に
所
属
す
る
議
員
の
人

数
分
の
額
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
政
務
活
動
費
の
収
支

報
告
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

議
会
内
の
取
り
決
め
に
よ
り
、

全
て
領
収
書
を
つ
け
て
報
告
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

各会派の政務活動費の収支報告
会　派　名 新生会 創始会 日本共産党 公明党 上田新風会

交　　付　　額
（預金利息含む） 2,640,014 1,920,010 960,003 960,003 720,004

支　
　
　
　
　
出

調 査 研 究 費 2,146,896 1,210,720 188,370 577,192 0

研 修 費 0 323,450 578,610 139,208 325,228

広 報 費 0 0 54,160 0 0

広 聴 費 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 72,090 0

資 料 作 成 費 0 0 66,143 153,764 13,158

資 料 購 入 費 57,978 33,620 44,008 17,740 27,642

人 件 費 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0

そ の 他 の 経 費 0 0 0 0 0

支 出 計 2,204,874 1,567,790 931,291 959,994 366,028

残　　　額
( 戻 入 額 ) 435,140 352,220 28,712 9 353,976

(単位:円)
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上田市議会が条例で定めている政務活動費を
充てることのできる経費の範囲

項　　目 内　　　　容

調 査 研 究 費 会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費

研 修 費 1　会派が行う研修会の実施に要する経費
2　団体等が開催する研修会への所属議員の参加に要する経費

広 報 費 会派が行う市政及び会派の活動に関する住民への報告に要する経費

広 聴 費 会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望及び意見の聴取、住民相談等
に要する経費

要請・陳情活動費 会派が行う要請・陳情活動に要する経費

会 議 費 1　会派が行う各種会議の開催に要する経費
2　団体等が開催する意見交換会等各種会議への所属議員の参加に要する経費

資 料 作 成 費 会派が行う活動のために必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 会派が行う活動のために必要な図書、資料の購入に要する経費

人 件 費 会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事 務 所 費 会派が行う活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費

　
平
成
24
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で
、
政
務
調
査
費

の
名
称
が
「
政
務
活
動
費
」
と
な
り
、
そ
の
交
付
の
目

的
が
「
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
務
活
動
費
を
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
を
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、「
議
長
は
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、
そ

の
使
途
の
透
明
性
に
努
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
調
査
研
究
の
活
動
と
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
陳
情
活
動
等
の
た
め
の
旅
費
や
交

通
費
、
会
派
で
の
会
議
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
い
て
も

条
例
で
定
め
る
こ
と
で
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
田
市
議
会
が
条
例
で
定
め
て
い
る
政
務
活
動
費
を

充
て
る
こ
と
の
で
き
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
政
務
活

動
費
の
使
途
の
透

明
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
収
支
報

告
書
へ
の
領
収
書

の
添
付
、
収
支
報

告
書
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

視
察
報
告
書
の
掲

載
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

政
務
活
動
費
と
は

政務活動費の状況は議会のホームページで
ご覧いただけます。
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省エネルギー庁舎についての視察 ( 沖縄県糸満市 )

　
平
成
28
年
度

　
会
派
行
政
視
察
研
修
報
告

　

上
田
市
議
会
に
は
、
現
在
５
つ
の
会
派
が
あ
り
ま
す
。

会
派
で
は
、
政
務
活
動
費
を
活
用
し
、
県
内
外
の
先
進
自

治
体
や
活
動
団
体
を
視
察
し
、
そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

昨
年
度
各
会
派
が
実
施
し
た
行
政
視
察
・
研
修
を
ご
紹
介

し
ま
す
。新

　
生
　
会

１　

北
海
道
函
館
市
（
平
成
28
年
７
月
４
日
）

「
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

２　

青
森
県
八
戸
市
（
平
成
28
年
７
月
５
日
）

「
地
域
密
着
型
教
育
推

進
事
業
に
つ
い
て
」

３　

岩
手
県
一
関
市

�

（
平
成
28
年
７
月
６
日
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

情
報
配
信
事
業
に
つ

い
て
」

４　

沖
縄
県
南
城
市

�

（
平
成
29
年
２
月
14
日
）

「
新
庁
舎
建
設
に
至
る

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」

「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
試
験
運
用
）
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

５　

沖
縄
県
糸
満
市
（
平
成
29
年
２
月
15
日
）

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
舎
に
つ
い
て
」

６　

沖
縄
県
名
護
市
（
平
成
29
年
２
月
16
日
）

「
大
学
等
と
連
携
し
た
学
園
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

創
　
始
　
会

１　

新
潟
薬
科
大
学　

新
津
キ
ャ
ン
パ
ス

�

（
平
成
28
年
８
月
１
日
）

「
上
田
校
開
校
に
向
け
た
大
学
側
の
方
針
と
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
」

２　

静
岡
県
静
岡
市

（
平
成
28
年
８
月
２
日
）

「
教
育
行
政
組
織
機

構
の
再
編
に
つ
い

て
」

３　

茨
城
県
つ
く
ば
市

�

（
平
成
28
年
８
月
３
日
）

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
設
置

規
制
条
例
制
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
」

４　

東
京
都
立
港
特
別
支
援
学
校　

�

（
平
成
29
年
２
月
14
日
）

「
民
間
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

５　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊　

�（
平
成
29
年
２
月
15
日
）

「
森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

６　

愛
媛
県
宇
和
島
市
（
平
成
29
年
２
月
16
日
）

「
地
域
交
通
政
策
（
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
」

７　

そ
の
他
研
修

「
財
政
基
礎
講
座　

よ
く
わ
か
る
市
町
村
財
政
分
析
」

日
本
共
産
党

１　

山
梨
県
（
平
成
28
年
11
月
16
日
）

「
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
へ
の
規
制
に
つ
い
て
」

２　

新
潟
県
妙
高
市

�

（
平
成
28
年
11
月
17
日
）

「
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
」

３　

新
潟
県
柏
崎
市

�

（
平
成
28
年
11
月
17
日
）

「
議
会
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

「
広
報
広
聴
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
」

地域交通政策についての視察 ( 愛知県宇和島市 )

日本遺産に関する視察 ( 茨城県水戸市 )
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４　

新
潟
県
加
茂
市
（
平
成
28
年
11
月
18
日
）

「
高
度
な
福
祉
の
水
準
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て
」

５　

埼
玉
県
新
座
市
（
平
成
29
年
２
月
８
日
）

「
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

６　

茨
城
県
水
戸
市
（
平
成
29
年
２
月
９
日
）

「
日
本
遺
産
認
定
へ
の
取
り
組
み
と
日
本
遺
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

７　

そ
の
他
研
修
会

「
第
58
回
自
治
体
学
校
in
神
戸　

憲
法
・
地
方
自
治
・
民
主

主
義
で
地
域
・
自
治
体
に
輝
き
を
」

「
地
方
議
員
セ
ミ
ナ
ー　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度　

自
治
体
に
お
け
る
保
育
行
政
の
課
題
」

「
第
15
回
地
方
議
会
議
員
研
修
会　

元
気
な
自
治
体

－

住
民

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」

「
第
27
回
議
員
の
学
校
」

公
　
明
　
党

１　

北
海
道
網
走
市
（
平
成
28
年
５
月
17
日
）

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「
網
走
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
」

２　

北
海
道
北
見
市
（
平
成
28
年
５
月
18
日
）

「
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
ふ
る
さ
と
テ
レ
ネ
ッ
ト
推
進
事
業
に

つ
い
て
」

3　

長
野
県
長
野
市
(平
成
28
年
10
月
28
日
)

「
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
の
ソ
ル
ガ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
」

4　

長
野
県
飯
田
市

（
平
成
28
年
10
月
30
日
）

「
航
空
宇
宙
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
特
区
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

「
公
益
財
団
法
人
南

信
州
・
飯
田
産
業
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

「
航
空
宇
宙
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
拠
点
工
場

に
つ
い
て
」

5　

愛
知
県
半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会�

（
平
成
28
年
10
月
31
日
）

「
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

6　

愛
知
県
半
田
市
（
平
成
28
年
11
月
１
日
）

「
市
役
所
新
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
」

7　

千
葉
県
南
房
総
市
（
平
成
29
年
２
月
６
日
）

「
空
き
公
共
施
設
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
、
企
業
合
宿
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

8　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会�

（
平
成
29
年
２
月
７
日
）

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

9　

静
岡
県
藤
枝
市
（
平
成
29
年
２
月
８
日
）

「
民
間
活
力
導
入
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
と
タ

ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
定
住
・
来
訪
の
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

10　

岐
阜
県
大
垣
市
（
平
成
29
年
２
月
15
日
）

「
中
心
市
街
地
活
性
化
及
び
商
店
街
連
合
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」

11　

そ
の
他
研
修

「
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
行
政
管
理
講
座　

地
方
交
付
税
か
ら
学
ぶ
地
方

財
政
講
座
」　

上
田
新
風
会

１　

そ
の
他
研
修
会

「
待
機
児
童
・
子
供
の
貧
困
格
差　

集
中
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京
」

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
６
セ
ミ
ナ
ー

“
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
：
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）”

の
活
用
事
例
紹
介　

～
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
で
商
機
を
掴
め
～
」

「
第
19
期
自
治
政
策
特
別
講
座　

予
算
議
会
に
備
え
る
」

「
質
問
力
向
上
集
中
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京
」

空き公共施設活用に関する視察 ( 千葉県南房総市 )



編
集
後
記

　
最
初
に
、
5
月
31
日
夜
の

降
雹
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
J
A

信
州
う
え
だ
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
受
け
、
今
後
速
や
か
な

支
援
を
市
に
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

　

6
月
定
例
会
が
閉
会
し
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
の
季
節
が

到
来
で
す
。

　
プ
ー
ル
で
は
子
供
た
ち
も
、

や
や
冷
た
い
水
で
す
が
、
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
体
調
に
気
を
つ
け
て
、
家

族
の
皆
さ
ん
と
、
素
敵
な
想

い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
10
月
に
「
議
会

報
告
会
」
を
市
内
6
ヶ
所
で

実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
5

常
任
委
員
会
で
も
、
テ
ー
マ

別
車
座
集
会
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

�

（
小
坂
井
二
郎
）

平成29年度

第７回上田市議会「議会報告会」開催

お伝えします　議会のこと　　　
　　　お聞きします　皆さんの声

　議員が各会場へ出向き、市民の皆さんに直接報告・
説明するとともに、皆さんの声をお聞きする「議会報
告会」を開催します。
　7回目の開催となる今年度は、従来方式の報告会を
6会場で開催し、また、今年度で 3回目となるテー
マ別車座集会を常任委員会ごとに 5会場で開催しま
す。テーマ別車座集会の開催は、各常任委員会単位で
設定したテーマに沿った形で行います。
　ぜひお出かけください。

　未来に向けたまちづくりのため、常任委員会ごとにテーマをしぼり、委員会の所属議員が、直接市
民の皆さんと意見交換を行います。興味や関心のあるテーマをお選びいただき、積極的にご参加くだ
さい。� 議会報告会に関するお問い合わせは、議会事務局（℡0268（22）0452）まで

◇報告会
　昨年同様に各委員会からの報告の後、質疑にお答えする対面形式で行います。

開　催　日 時　　間 会　　場
10 月 16日㈪

午後７時～８時 30分

上 田 創 造 館
10月 18日㈬ 丸 子 ふ れ あ い ス テ ー シ ョ ン
10月 20日㈮ 真 田 中 央 公 民 館
10月 24日㈫ 武 石 公 民 館
10月 26日㈭ 西 部 公 民 館
10月 30日㈪ 上 田 市 役 所

◇テーマ別車座集会
　常任委員会ごとに設定したテーマに沿って意見交換する車座形式で行います。
委員会 総務文教委員会 産業水道委員会 厚生委員会 環境建設委員会 広報広聴委員会
テーマ・
開催日時等

各常任委員会のテーマ、実施日時及び会場については決定次第、広報うえだ及び
上田市議会のホームページでお知らせします。

一般会計決算特別委員会を設置します !
　例年、前年度一般会計の決算審議は、9 月定例会中に開催される各
常任委員会の中で行っていましたが、全体的かつ一体的な審査を行う
ために、平成 29 年 9 月定例会から「一般会計決算特別委員会」を設
置して、常任委員会とは別日程で集中的審査を行います。
　詳しい日程は、9 月定例会時に更新されるホームページをご覧いた
だくか、議会事務局までお問い合わせください。 検討結果を正副議長に報告

市
議
会
だ
よ
り
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